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「
健
康
の
町
」

成
人
病
に
つ
い
て

成
人
病
対
策
と
し
て
本
町
は
昭

和
三
十
七
年
度
県
の
成
人
病
検
診

実
施
町
村
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、

逐
年
成
人
病
予
防
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
で
が
、
昭

和
三
十
七
年

か
ら
昭
和
四

一
年
ま
で
、

過
去
五
ヵ
年

の
本
町
に
お

け
る
五
大
死

因
別
の
推
移

を
み
る
に
第

一
位
中
枢
神

経
系
の
血
管

損
傷
（
脳
溢

血
、
脳
卒
中

）
第
二
位
急

性
新
生
物
（

ガ
ン
）
第
三

位
心
臓
の
疾

患
第
四
位
老

衰
第
九
位
不

慮
の
事
故
の

順
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。

更
に
昭
和
四
十
一
吊
か
ら
健
康
の

町
宣
言
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

、
山
口
大
学
、
中
国
新
聞
社
、
長

門
保
健
所
な
ら
び
に
三
隅
病
院
の

協
力
を
得
て
胃
ガ
ン
の
集
団
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は

受
診
希
望
者
九
三
〇
名
に
対
し
て

受
診
者
八
八
三
名
で
受
診
率
九
四

、
九
％
の
よ
い
成
績
で
し
た
。

こ
れ
の
検
診
結
果
は
七
名
の
「
胃

ガ
ン
」
患
者
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
病
種
の
動
向
に
つ

い
て
今
の
と
こ
ろ
そ
の
実
熊
を
把

握
出
来
な
い
面
が
多
く
、
こ
れ
が

徹
底
を
期
す
る
た
め
の
追
跡
調
査

の
在
り
方
に
つ
い
て
今
後
の
課
題

と
思
い
ま
僵
。

次
に
本
年
も
昨
年
同
様
継
続
で

目
下
胃
ガ
ン
集
団
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
先
般
受
診
希
望
者

を
募
っ
た
と
こ
ろ
十
一
月
二
十
日

現
在
で
五
六
二
名
で
、
昨
年
の
受

診
希
望
者
と
比
較
し
て
三
九
％
の

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
は
十
一
月
八
日
か
ら
、

十
一
凵
ま
で
四
日
間
実
施
し
、
そ

の
受
診
者
は
、
二
〇
〇
名
で
し
た

第
二
回
は
、
十
二
月
十
二
日
か

ら
、
十
六
日
差
で
五
日
間
。

第
三
回
は
、
四
十
三
年
一
月
に
Ｉ

Ｆ
日
間
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
韋

す
。
一
日
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
能
。

力
最
大
七
〇
名
と
み
て
第
三
回
目

の
第
一
日
で
全
部
の
検
診
を
終
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
検
診

止
ま
れ
　
　
見
よ
　
　
安
人
　な
愆
　
　
発
車

の
日
程
に
余
祐
が
あ
り
ま
す
の
で

、
三
十
五
才
以
上
の
人
で
ま
だ
受

診
申
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
至

急
に
係
へ
申
出
て
下
さ
い
。
医
学

的
に
も
四
〇
才
を
過
ぎ
た
人
は
自

覚
症
状
が
な
く
と
も
、
｝
年
に
一

回
健
康
診
断
を
受
け
る
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も

う
一
度
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握

し
ま
し
よ
う
。
な
お
本
年
は
受
診

者
一
人
宛
百
円
の
料
金
を
徴
収
し

て
い
ま
す
が
こ
の
全
額
は
社
会
福

祉
事
業
団
へ
の
寄
付
金
に
充
て
て

い
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

踏
仭
で
四
Ｓ
を・守
や
　
・
よ
う

道

路

交

通

法

の

一
部

が

改

正

○
横
断
歩
道
の
手
前
で
車
が
停
つ

て
い
る
と
き
は
歩
行
者
を
保
護

す
る
た
め
後
続
車
両
は
必
ず
停

車
す
る
こ
と
。

○
横
断
歩
道
の
手
前
三
〇
メ
ー
ト

ル
で
は
追
越
し
や
追
抜
き
は
で

き
ま
せ
ん
。

の
ひ
き
逃
げ
や
飲
酒
運
転
で
死
亡

、
傷
害
事
故
を
お
こ
す
と
そ
の

場
で
運
転
免
許
を
仮
停
止
さ
れ

４ １

左 に 同じ
２１

悪 性 新 生
物　 １ ７

老　　 衰１ １

心 臓 の 疾
患　　 ７

左 に同 じ
５

１ ４

７ ５

４ ０

左 に 同 じ
２ ２

心 臓 の 疾
患　 １ ８

悪 性 新 生
物　　 ９

老　　 衰
７

不 慮 の事
故　　 ５

２ １
８ ２

３９
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老　　衰１２
心臓の疾
患　１２
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物　1 1.
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４
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五大死因の推移
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１ ９
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老　　 衰
９

心 臓 の疾
患　　 ７
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４

１ １

６ １

昭 和 ３ ７ 年

中 柩 神 経系 の血管 損 傷　１ ６人

心 臓 の疾 患
１ ５

悪性新生物・’ ‘ 　1１

老　衰 ６

不 慮 の 事故
４･

２ ０

７ ２

ま
１ヽ
．
｛
そ
の
後
、
取
消
や
停

止
の
行
政
処
分
を
つ
づ
い
で
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
｝

○
右
左
折
、
進
路
変
更
な
ど
の
合

図
を
不
注
意
（
過
失
）
で
し
な

か
っ
た
場
合
で
も
処
罰
を
う
け

ま
す
。

○
積
載
制
限
違
反
の
罰
則
が
き
び

し
く
な
り
ま
し
た
。
車
両
の
関

係
者
が
こ
の
違
反
を
命
じ
た
り

知
っ
て
い
て
も
知
ら
な
い
ふ
り

な
ど
は
強
く
処
罰
さ
れ
ま
す
。

Ｏ
歩
行
者
を
保
護
す
る
規
定
に
違

胃
ガ
ン
集
団
検
診
地
区
別
比
較
表

順 位

１

２

３．

４･

５

そ の 他

計

Ｓ
4
1年
度

受
診
者
数

滝
坂

一
の
瀬

中
畑

樅
ノ
木

宗
頭

兎
渡
谷

上
申
小
野

麓下
巾
小
野

辻
並

大
竹
正
極
毒

市中
村

下
広
田

久
原

生
島

津
雲

飯
井

野
波
瀬

Ｓ
4
2
年
度

受
診
希
望
夬

芸
人
　

昆
人

見
　
　

一
七

豆
　
　

石

四（
　
　
　

｀

量
　
　

毛

犬
　
　

一
四

已
　
　

三

四
二
　
　

二
六

九
　
　

Ξ

二
六
’

一・
九

詈
一
　
　

兵

五
九
　
　

一己

「
　
　

つ

一（
　
　
　

一

ニ
ー
　
　
　

四

三
　
　

言

六
　
　

０

一（
四
　
　
　
豊

上
下
東
方

小
島

豊
原

二
条
窪

平
野

浅
田

上
ゲ

沢
江

計

三
　
　
　

九

豊
　
　
　

一（
Ｉ

九（
　
　
　

六
六

口
　
　
　

ｔ一

（
　
　
　

つ

四（
）
　
　
　

咒

韲
　
　
　

｀

一
元
　
　

こ
四

（
（

三
　
　

茎
２

車
は
走
る

兇
器

十
一
月
十
二
日
（
日

曜
日
）
午
前
十
一
時
四

十
分
ご
ろ
、
町
Ｎ
町
一

九
一
号
線
国
道
上
で
、

右
に
方
向
指
示
器
を
点

減
し
な
が
ら
、
右
折
し

よ
う
と
し
た
Ｓ
さ
ん
の

殫
転
す
ろ
原
動
機
付
自

反
し
た
場
合
酒
を
飲
ん
で
い
た

ら
酔
つ
て
い
な
く
と
も
罰
金
が

倍
に
な
り
ま
す
。

酒
を
飲
ん
で
お
こ
す
事
故
が
大
変

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
酒
を
飲
人
だ
ら
運
転
ば
や
め
る

よ
う
皆
で
注
意
し
合
い
ま
し
よ
う

転
車
に
、
萩
び
面
か
ら
進
行
し
て

来
た
広
島
ナ
ン
バ
ー
の
乗
用
自
動

車
が
追
突
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

Ｓ
さ
ん
は
道
路
上
に
転
倒
頭
を
強

打
し
て
意
識
不
明
、
ひ
ん
死
の
重

傷
を
受
け
Ｏ
病
院
で
治
療
中
十
四

日
ニ
十
一
時
お
な
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。

”
皆
さ
ん
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
々
　
次
の
こ
と
に
よ
く
注
意
し

お
互
い
に
守
り
ま
し
よ
う
。

①
　
左
右
に
曲
る
と
き
、
道
路
を

横
断
す
る
と
き
は
必
ら
ず
前
後

の
交
通
に
気
を
つ
け
よ
う
。

②
　
二
輪
の
車
を
運
転
す
る
と
き

は
必
ら
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

ろ
う
。

無
茶
な
運
転
を
す
る
車
が
い
た
ら

日
時
と
場
所
と
車
の
番
号
と
無
茶

な
羂
転
を
し
た
様
子
を
警
察
に
知

ら
せ
ま
し
よ
う
。

一
員
と
し
て
仕
事
を
分
担
し
よ
う

と
す
る
気
持
、
自
分
も
役
に
立
っ

た
の
だ
と
い
う
誇
り
、
父
母
の
喜

ぶ
顔
を
卩
て
仂
く
こ
と
の
快
さ
、

等
々
、
学
校
で
の
勉
強
で
は
出
来

な
い
、
家
族
連
帯
感
養
成
の
日
と

さ
れ
た
家
も
多
か
っ
た
こ
と
を
喜

ぷ
も・の
で
あ
る
。

防 長 英 霊 の 塔

沖 縄 本 島 の 最 南 端 摩文 仁 の 丘
に 建 立 され てい る 山口 県 沖 縄
戦 没 者

三 隅 町 沖 縄 戦没 者

七田 清一　 村 岡 信義　 田 中 清
次　大 崎 恭 次 郎　目]辺 勝 三
谷 村徳 蔵　 中 田 進　西 村 忠 久

ソ レ ケ イ ・ フ ン ト ナ
浅 田 小 前 庭 に

ＰＴ Ａ の 一 日 労力 奉 仕 と手 持
ち資 金 の 投 入に よ り大 小 各 種
道 路 、 鉄 道 踏 切 、 バ ラ ン ス転
回 練 習 場 等 の 広 場 が完 成、 新
品 の 自 転 車四 台 （ 一台 篠 原 店
寄 贈 ） の 置 場 もつ くら れ た 。

」

胃 ガ ン 集 団 検 診
（ 山 口 大 学 医 学 部 調）

受 診 者 数 ８ ８ ３ 人
胃 ガ ン ７人r 0, 8 ％ ） 胃 潰 よ う34

( 3, 8> 胃 ポ リ ープ ８ ぐ0, 9）十 二
指膓 潰 よ う9  ( 1, 02) 要 精 検216
( " 24, 4) 併 存煢 よ う１ ぐ0, 1）

その 戝 ぐう 胃 ガン ）21 ぐ2, 3)
異 常 な し741  ( 83, 9)

町 ク 営 住 宅

建 築 場 所　 三 隅下 向 山　建 築 戸 数
８ 戸　 建 牝 の 内 容　第 ２種 公 営

住 宅
、耐 火 構造 平 家建 ２棟 １ 戸 当

り33㎡　 工 事 施 丁潸　 巴 建 設 代 表
中 村 勲　 竣工 予 定 期日　 昭 和42 年
1) 125 日　 入 居に つ い て　希 望 者
の 中 よ り 入居 適 格 扣 こよ り 公 開 抽
せん. .

寿
子
女
史
は
萩
の
杉
家
の
生
れ

吉
田
松
陰
先
生
の
実
妹
に
あ
た
り

男
爵
楫
取
素
彦
氏
の
夫
人
で
あ
る

幕
末
の
頃
、
夫
君
素
彦
氏
は
、

尊
王
党
の
志
士
と
し
て
、
常
に
東

西
に
奔
走
し
、
幾
度
か
身
を
危
険

に
さ
ら
し
た
こ
と
も
あ
つ
だ．か

郷土の先賢
( その四)

多
か
っ
た
が
、
寿
子
女
史
は
家
を

守
る
と
共
に
、
つ
と
め
て
近
隣
農

家
の
人
達
こ
親
交
を
深
め
。
そ
の

教
導
に
刀
を
尽
し
に
。

当
時
。
幕
木
騒
動
り
余
震
未
だ

治
ま
ら
ず
、
人
心
梢

も
ず
る
と
不

隠
り
空
い？
ぐ
Ｉ兄
感
せ
り
れ
る
い
で

か
と
り
寿
子
女
史

女
史
は
常
に
武
士
の
妻
と
し
て
乱

れ
る
こ
と
な
く
家
を
守
り
、
藩
公

か
ら
恩
賞
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ

た
。維
新
の
大
業
が
成
り
、
丗
は
明

治
に
移
っ
て
問
も
な
い
頃
　
楫
取

家
は
三
隅
二
条
窪
に
居
を
拐
え
た

夫
君
は
官
に
仕
え
、
東
京
在
住
が

女
児
は
、
こ
の
際
凵
分
り
厄
奉
Ｔ

る
仏
教
の
精
神
に
よ
り
感
化
し
た

い
と
考
え
、
自
宅
の
近
く
に
堂
宇

を
建
で
卜
川
月
二
回
男
女
い
集
合

を
は
か
り
僧
侶
を
招
い
で
法
座
を

開
き
、
自
ら
卒
先
し
て
法
を
聞
く

と
共
に
社
会
教
化
に
努
め
た
。

明
治
七
年
、
素
彦
氏
が
熊
谷
県

（
後
の
群
馬
県
）
県
令
に
任
ぜ
ら

れ
、
同
伴
赴
任
す
る
ま
で
、
数
年

間
の
三
隅
在
住
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
そ
の
感
化
は
長
く
後
に
Ｉ残
っ

た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

赴
任
先
の
熊
谷
県
（
上
州
、
武

州
）
は
。
昔
か
ら
遊
侠
の
徒
と
か

か
あ
天
下
で
名
高
い
よ
う
に
人
の

気
性
も
荒
く
、
法
令
を
犯
す
者
も

多
か
っ
だ
よ
う
で
あ
る
。
寿
子
女

史
は
宗
教
的
教
養
に
と
っ
て
人
心

を
改
め
る
こ
と
が
　
夫
君
の
為
政

を
扶
け
る
道
で
あ
る
と
考
え
、
二

条
窪
の
経
験
を
生
か
し
で
、
前
橋

の
県
庁
の
近
く
に
適
地
を
選
び
、

寺
院
を
造
営
し
、
京
都
か
ら
僧
侶

を
招
い
て
布
教
に
当
ら
せ
た
。
こ

れ
が
上
州
に
真
宗
寺
院
が
生
れ
た

最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
三

隅
出
身
の
中
原
復
亮
氏
（
白
藤
董

氏
の
尊
父
）
は
当
時
の
群
馬
県
土

木
課
長
の
職
に
あ
っ
て
こ
政
寺
院

建
立
に
尽
力
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る

寿
子
女
史
は
明
治
十
四
年
、
東

京
の
本
邸
で
病
歿
し
た
。
齡
未
だ

四
十
三
才
で
あ
っ
た
。
病
床
で
書

い
た
ら
の
ら
し
い
、
十
二
条
に
及

ぶ
長
い
処
世
訓
が
残
っ
て
い
る
。

二
人
の
子
息
の
嫁
女
に
あ
て
だ
遺

言
状
の
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
仏

教
精
神
に
よ
る
婦
人
の
生
き
方
を

正
し
く
教
え
た
も
の
と
・
’
て
　
仏

教
徒
の
間
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

二
条
窪
の
楫
取
冢
の
跡
に
は
、

現
在
、
沓
脱
石
ら
し
い
岩
石
一
基

と
樹
令
百
年
を
越
え
る
紅
葉
と
桜

の
大
木
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
近

く
に
寿
子
女
史
の
建
て
た
堂
宇
が

改
築
さ
れ
て
観
音
堂
と
称
し
、
今

も
残
っ
て
い
る
。

①
福
岡
教
育
大
学
の
玖
村
学
長

が
、
先
日
講
演
の
中
で
「
私
の
学

校
の
学
生
、
し
か
も
女
子
学
生
で

、
寮
の
便
所
を
よ
ご
し
て
平
気
な

も
の
が
い
る
。
学
長
で
あ
る
私
が

、
眥
な
ら
嫁
に
行
っ
て
い
る
年
頃

の
大
学
生
に
『
便
所
を
よ
ご
し
て

は
な
ら
ぬ
。
』
な
ど
と
は
言
え
な

い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
家
庭
で

…
…
せ
め
て
小
学
校
の
う
ち
に
、

し
つ
け
て
お
い
て
も
ら
わ
ね
ば
困

る
。
」
と
話
さ
れ
た
。

今
の
家
庭
教
育
の
反
省
点
の
一

つ
。

②
農
繁
期
休
業
後
、
Ｊ（
年
生
に
ど

ん
な
手
伝
い
を
し
た
か
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
「
『
お
前
が
す
る
と
じ
や

ま
に
な
る
か
ら
、
手
伝
わ
ん
で
も

よ
い
』
と
、
い
う
て
じ
や
か
ら
」

と
答
え
た
農
家
の
子
が
い
た
。

反
面
「
と
し
や
く
の
藁
あ
げ
や

庭
の
掃
除
、
稲
刈
り
や
食
事
の
手

伝
い
、
午
后
は
稲
運
び
、
夕
方
は

風
呂
だ
。
き
と
、
少
し
も
じ
つ
と
し

て
い
な
い
で
よ
く
仂
き
　
家
の
名

が
み
ん
な
感
むヽ
し
七
」
「
幼
い
子

な
の
で
あ
ま
・り
長
続
き
は
し
な
い

が
、
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
で

大
変
幸
せ
だ
」
な
ど
の
数
多
く
の

保
護
者
の
感
想
も
聞
い
た
。

農
休
の
是
非
論
は
さ
て
お
い
て

僅
か
数
日
で
は
あ
る
が
、
家
族
の

劭
給
食
の
な
い
土
曜
日
、
弁
当
代

り
に
、
百
円
札
で
一
番
卜
等
な
パ

ン
に
牛
乳
・
ち
く
わ
な
ど
を
買
っ

て
食
ぺ
る
子
が
い
る
。
そ
れ
が
だ

ん
だ
ん
ひ
ろ
が
っ
て
行
く
傾
向
が

見
え
た
の
で
「
出
来
る
だ
け
弁
当

を
持
っ
て
※
な
さ
い
」
と
指
導
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
、
家
に

し
つ
け
雑
感

じ
を
ひ
く

子
が
多
い
部
落
が
あ
っ
だ
の
で
、

各
学
級
で
、
こ
づ
か
い
の
正
し
い

使
い
な
を
指
。４
し
に
。

『
消
賞
も
一
つ
の
美
徳
』
な
ど

と
言
っ
て
い
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う

か
。

‐‐
考
を
お
願
い
し
た
い
最
辷

の
事
例
で
あ
る
。
　
　
　
　

明
倫
小
　
玉
井
　
斌

公
民
館
図
書
　
　
借
出
者
は
早
目
に
返
納
を

一一

健
康
の
町
宣
言

ｓの町康健康健ｎ康健康健おｎ康健ｒ

三
隅

人口のうごき

１１ 月 ３ ０日 現 在

世 帯 数　　1  , 7 58 戸

人口　男　3, 703人
女　4, 148

計　　　7, 851

人
づ
く
り
は
町
づ
く
り



引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別
交
付
金
　
　
請
求
手
続
は
町
民
生
課
へ

水
稲
豊
作

の
反
省

土
の
中
に
あ
る
ナ
ッ
ソ
分
は
簡
単

に
は
除
外
で
き
な
い
か
ら
、
元
肥

、
追
肥
蛍
沢
山
使
い
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
、
生
育
後
則
に
し
っ
か
り

チ
ツ
ソ
分
を
施
肥
ず
る
こ
と
が
よ

い
と
迅
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
問

題
○
テ
ッ
ソ
制
服

は
蝉
岐
を
知
る

方
法
が
な
い
の
で
、
自
分
の
田
の

性
頁
や
品
柚
を
よ
く
る
凡
て
施
肥

を
す
る
。
そ
し
て
こ
の
結
采
か
ら

制
限
の
捏
ぼ
・
ざ
知
る
こ
と
？
あ
る

今
年
は
テ
ツ
ソ
制
限
を
通
り
過

ぎ
で
、
栄
養
失
調
に
近
く
な
っ
て

そ
の
為
穂
肥
や
実
肥
の
効
き
目
の

少
な
い
山
が
か
な
り
あ
っ
た
と
忠

い
ま
で
。

・
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て

今
年
の
病
害
虫
は
異
常
発
生
的

な
も
の
が
多
く
、
特
に
ヒ
メ
ト
ビ

ウ
ン
カ
に
よ
る
縞
葉
枯
病
、
紋
枯

病
、
コ
ブ
ノ
フ
イ
ガ
（
葉
マ
キ
ｙ

イ
ネ
（

モ
グ
リ
バ
エ
等
が
特
に
大

発
生
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
農
薬
散
布
も
半
年
よ

り
多
く
な
っ
た
が
、
今
後
も
増
産

手
段
と
し
て
肥
料
の
使
川
量
を
増

す
よ
り
、
農
薬
の
使
用
量
を
増
す

方
が
得
策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

農
薬
撒
布
は
病
害
中
の
発
生
を
出

来
る
だ
け
早
期
発
見
し
て
、
こ
れ

を
広
い
地
域
で
一
斉
防
除
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

撒
布
回
数
が
多
く
な
る
と
防
除

が
面
倒
に
な
る
傾
向
か
あ
り
、
地

域
ぐ
る
み
の
防
除
体
制
を
強
め
る

こ
と
が
防
除
効
果
を
挙
げ
る
上
か

ら
も
大
切
で
す
。

ｅ
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　

」

水
管
理
や
植
付
時
期
に
つ
い
て

も
種
々
あ
る
が
今
後
の
米
作
り
は

集
団
で
伸
び
る
も
の
だ
と
思
う
。

集
団
統
一
栽
培
を
実
施
す
れ
ば

徹
底
し
た
指
導
の
も
と
に
、
水
管

理
、
防
除
、
品
種
統
て

等
も
楽

夏柑生産の安定 と

八朔の導入

視察記

本
町
を
始
め
長
北

地
帯
の
夏
柑
生
産
は

過
去
６
年
間
に
一
度

の
則
行
で
寒
害
を
受

け
た
が
、
夏
柑
の
好

価
格
と
長
北
特
有
の

兼
業
経
営
の
故
に
ど

う
に
か
切
り
抜
け
て

来
た
。
寒
害
を
受
け
る
と
一
段
と

管
坦
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
逆

に
手
控
へ
て
翌
年
も
収
量
が
減
少

す
る
と
い
う
事
例
が
多
か
っ
た
。

夏
柑
同
志
会
で
は
夏
柑
の
補
完
作

物
と
し
て
八
朔
導
入
の
可
否
を
検

討
す
べ
く
、
晩
生
柑
の
有
力
産
地

の
広
島
県
を
視
祭
し
た
。
　
　

①
晩
生
柑
橘
の
栽
培
　
　
　
　

向
島
因
島
共
に
高
い
所
は
早
生

温
州
で
肥
沃
な
所
ヘ
ネ
ー
ヴ
ル
ハ

朔
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
、
長
北
の

夏
柑
産
地
と
対
照
的
で
あ
る
、
所

が
八
朔
が
年
頃
に
な
る
と
萎
縮
病

と
い
う
人
間
の
ガ
ン
に
も
似
に
病

気
が
出
る
の
で
、
昭
和
三
十
五
年

を
ピ
ー
ク
と
し
て
面
積
は
現
状
維

持
で
あ
る
。
生
産
量
も
昭
和
三
十

清
風
句
会

半
生
の
獄
門
出
で
て
秋
の
晴

九
　
重

焚
火
す
る
父
の
背
老
の
き
ざ
し
兒

ゆ
　
　
　
　
　
　
旬
　
一

凩
や
裏
町
帰
る
労
仂
者

照
　
江

一
人
一
人
降
り
て
ロ
ー
カ
ル
線
夜

寒
　
　
　
　
　
　
一
　
平

自
家
川
車
厰
に
乗
り
す
て
は
ぜ
を

釣
る
　
　
　
　

お
き
な

け
ん
が
い
を
世
い
て
受
付
美
人
な

り
　
　
　
　
　

元

作
業
衣
を
繕
う
勤
労
感
謝
の
囗

千
　
代

こ
ぼ
れ
萩
掃
く
に
は
惜
し
く
佇
め

り
　
　
　
　
　

す
　
ず

指
月
山
三
十
六
万
の
秋

れ
ん
す
い

恆
こ
ず
一
口
時
雨
れ
て
一
茶
の
忌

兎
　
巾
ぺ

ト
ン
ネ
ル
を
出
れ
ば
磯
の
谷
つ
わ

の
花
　
　
　
　

梨
　
花

潮
騒
の
彼
方
の
尼
阮
時
雨
け
り

鈴
　
　
　
　
　
　

。

選
者
　
　
雲
　
仙

坂
母
堂
手
づ
く
ね
個
展
寺
小
春

秋
の
海
真
珠
い
か
だ
と
海
苔
ひ
び

ｙ
　
　
　
　
　

。’

お
茶
会
に
寺
の
名
物
ゴ
マ
豆
腐

次
回
は
十
二
月
十
六
日
（
土
）

で
す
雑
詠
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

に
出
来
て
増
産
の
近
道
と
な
る
か

ら
、
全
部
落
に
お
い
て
実
施
さ
れ

る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
又
今
年

の
稲
作
の
反
省
は
印
象
い
新
し
い

う
ち
に
是
非
記
録
し
て
お
き
来
年

に
備
え
て
ほ
し
い
ふ

の
で
す
。

（
三
隅
農
協
指
導
部
）

年
を
境
と
し
て
年
々
減
少
し
て
い

る
、
向
島
囚
島
共
に
高
価
格
の
ネ

ー
ヴ
ル
え
の
魅
力
で
増
殖
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
萎
縮
病
は
或
る
程

度
土
壌
的
な
も
の
で
や
せ
土
で
苗

木
の
穂
木
に
ヴ
ア
イ
ラ
ス
が
つ
い

て
い
る
と
。
必
ず
二
十
年
生
の
今

か
ら
と
い
う
時
期
に
症
状
が
出
て

来
る
。
従
っ
て
広
島
で
は
発
展
的

に
八
朔
を
増
殖
し
よ
う
と
い
う
傾

向
は
な
い
、
生
産
量
も
年
々
減
退

し
て
お
り
、
や
せ
た
土
壌
で
は
萎

縮
病
に
拍
車
を
か
け
る
様
で
あ
る

隔
年
結
米
は
全
然
な
い
そ
う
で
定

値
后
四
ー
五
年
生
反
収
干
メ
の
園

も
あ
る
）

②
晩
生
柑
橘
の
貯
蔵
方
法
及
販
売

因
島
市
田
熊
町
で
行
は
れ
て
い

る
簡
易
貯
蔵
は
、
土
中
に
ｌ
Ｓ
立

方
の
穴
を
堀
り
、
雨
水
が
入
ら
ぬ

様
周
囲
を
藁
等
で
囲
む
簡
単
な
も

の
、
ヘ
タ
落
ち
防
止
の
２
４
Ｄ
撒

布
も
行
は
れ
な
い
、
八
朔
は
大
部

分
東
京
市
場
へ
出
荷
さ
れ
て
お
ｈ
／

昭
和
三
十
六
年
を
境
と
し
て
和
歌

山
へ
首
位
を
譲
っ
て
い
る
。
価
格

は
手
取
平
均
師
七
〇
－
八
〇
円
で

八
朔
の
消
費
層
は
甘
夏
と
は
全
然

違
っ
て
、
販
売
の
点
で
は
見
透
し

は
明
る
い
様
で
あ
る
。

③
夏
柑
と
の
経
済
性
比
較
調
査

夏
柑
は
平
均
手
取
が
本
町
で
五

万
五
千
円
、
八
朔
で
八
万
五
千
円

程
度
で
あ
っ
て
、
微
量
要
素
有
機

物
は
多
用
し
て
お
り
、
一
般
管
理

費
は
多
く
使
っ
て
い
る
。
未
収
益

期
間
は
案
外
短
く
定
植
后
四
一
五

年
で
此
方
の
夏
柑
よ
り
多
収
し
て

い
る
。

④
気
象
、
土
壌
よ
り
見
た
八
朔
産

地
作
物
が
育
つ
に
は
天
地
人
の
配

剤
宜
し
き
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
天
と
は
自
然
、
気
象
、
地
と

ぽ
土
壌
、
人
と
は
技
術
で
あ
る
。

こ
れ
を
無
視
し
た
所
に
大
産
地
は

生
ま
れ
ぬ
、
瀬
戸
内
の
八
朔
産
地

は
耕
し
て
天
に
到
る
花
こ
う
岩
の

風
化
土
壌
で
極
め
て
地
力
の
弱
い

越
冬
柑
に
は
不
向
き
な
地
味
で
あ

る
。
そ
の
平
均
気
温
も
十
四
、
五

Ｃ
と
萩
の
十
五
、
一
Ｃ
に
比
べ
て

低
く
、
最
低
気
温
は
萩
並
み
、
雨

量
は
萩
の
一
、
六
八
〇
ｍ
ｍ
に
比

ベ
一
、
一
〇
〇
ｍ
ｍ
と
極
め
て
低

く
、
八
、
九
、
十
月
の
雨
量
不
足

が
八
朔
の
着
色
味
付
に
役
立
つ
よ

う
に
思
は
れ
る
。農

協
　
藤
田
孝
雄
）

狩
猟
事
故
を
な
く
そ
う

（
ン
タ
ー
に
と
っ
て
楽
し
い
狩

猟
期
と
な
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

毎
年
こ
の
時
期
と
な
る
と
尊
い
人

命
が
損
傷
さ
れ
た
り
、
銃
が
盗
ら

れ
た
り
す
る
の
で
っ
ぎ
の
こ
と
を

守
づ
て
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

◇
禁
止
地
区
で
の
狩
猟
は
し
な
い

◇
銃
は
安
全
な
場
所
に
保
管
し
一

時
的
で
も
放
置
し
な
い
。

◇
発
砲
で
き
な
い
所
で
は
銃
袋
な

ど
に
納
め
て
歩
く
。
。

◇
狩
場
に
着
い
た
ら
銃
口
を
や
や

・各
種
の
制
度
融
資
が
あ
り
ま
す

か
ら
有
効
に
利
川
し
て
経
済
向
上

に
努
力
下
さ
い
。

一
、
農
業
近
代
化
資
金

農
協
が
融
資
機
関
で
主
な
種
類

は
次
の
と
お
り
。

農
業
用
施
設
（
畜
舎
等
）
農
業
用

機
械
、
果
樹
植
栽
。
家
畜
導
入
、

開
園
等
の
各
資
金
で
据
置
償
還
期

間
を
含
め
七
年
乃
至
二
十
年
、
年

下
に
肩
に
か
つ
ぐ
か
、
銃
口
を

◇
下
に
腕
に
託
し
て
歩
く
。

◇
す
べ
つ
た
り
転
ん
だ
り
し
な
い

よ
う
足
元
に
気
を
つ
け
銃
は
し

つ
か
り
保
持
す
る
。

◇
草
ひ
ら
や
で
灌
木
越
し
に
発
砲

し
な
い
。

◇
二
人
以
上
が
や
や
離
れ
て
猟
を

す
る
と
き
は
、
時
折
合
図
し
位

置
を
確
認
す
る
。

◇
う
し
ろ
の
人
は
前
方
に
向
け
発

・
砲
し
な
い
。

◇
人
家
の
ま
わ
り
で
発
砲
し
な
い

利
二
分
か
ら
六
分
ま
で
、
限
度
額

は
事
業
費
の
八
割
以
内
で
二
百
万

円
ま
で
但
し
開
園
は
五
十
万
円
。

四
三
年
度
借
入
希
望
額
調
査
を
来

年
一
月
農
業
連
絡
員
を
通
じ
て
調

査
し
ま
す
。

二
、
沿
岸
漁
業
近
代
化
資
金

漁
船
の
建
造
、
改
良
購
入
に
必

要
な
資
金
、
水
産
蓄
養
殖
、
水
産

加
工
施
設
等
の
資
金
が
あ
り
ま
す

地
元
漁
協
又
は
役
場
に
相
膃
七
て

下
さ
い
。
尚
住
宅
新
築
改
良
資
金

も
あ
り
ま
す
。

三
、
中
か
企
業
者
に
対
す
る
融
資

△
特
別
小
口
融
資
　
。

設
備
運
転
資
金
で
町
が
信
用
保

証
協
会
え
出
捐
金
を
出
資
し
て
、

そ
の
額
に
対
す
る
資
金
枠
内
で
山

口
銀
行
よ
り
五
十
万
円
を
限
度
で

、
年
利
に几
分
、
償
還
期
間
三
年
以

内
借
入
出
来
ま
す
、
償
還
成
績
が

悪
い
と
伜
が
あ
る
の
で
お
互
の
迷

惑
と
な
り
ま
す
。
借
入
申
込
の
審

査
は
四
半
期
毎
で
す
が
急
を
要
す

る
場
合
は
便
宜
を
図
り
ま
す
か
ら

計
画
的
に
商
工
会
に
申
込
ん
で
下

’さ
い
。

△
国
民
金
融
公
庫
融
資
資
金

事
業
設
備
、
運
転
資
金
等
（
年
八

分
二
匣
）
の
借
入
希
望
者
は
商
工

会
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

以
上
主
な
融
資
の
概
略
を
述
べ

ま
し
た
が
、
他
に
農
業
改
良
資
金

、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
等
の
融
資

も
あ
り
ま
す
か
ら
資
金
の
必
要
な

方
は
役
場
経
済
課
に
相
談
し
て
下

さ
い
。
制
度
融
資
は
低
利
且
つ
長

期
借
入
が
出
来
る
の
で
、
安
易
な

気
持
で
借
る
と
逆
効
果
と
な
り
ま

す
か
ら
、
計
画
は
慎
重
に
検
討
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。

勲
　
　

記
　
　
　
　
　
　
　
　

、

田
中
良
作

勲
六
等
　

単
光
旭
日
章

中

野
四
郎

勲
五
等
　

雙

光
旭

日
章

表
　

彰

地
方
自
治
功
労
者

自

治
大

臣
　

稲
田
正
治

勲
五
等
　

雙

光
旭

日
章

野
村
　

晋

勲
八
等
　

白

色
桐
葉

章

三
崎
　

勇

勲
八
等
　

白

色
桐
柴
章

山
城
延
久

県
畜
産
共
進
会

【 １月 】

１日　 御 用 始 め

８日　 出 初 式
15日　 成 人式

中 旬　43 年 水 稲集 団 栽 培 懇

談 会　 胃 ガ ン集 団 検診

三 隅町 議会 、民 生 委 員会
農業 委 員 会

２２～２３日レントゲン間接撮影

改
良
程
度
三
〇
点
、
発
育
一
五
点

繁
殖
成
績
五
点
計
一
〇
〇
点
の
三

頭
総
計
三
〇
〇
点
を
評
価
し
て
決

め
ま
す
が
、
第
一
位
の
栄
冠
を
本

町
か
ら
出
品
し
た
田
村
皐
月
ふ
か

と
し
み
や
五
の
母
牛
と
松
田
光
雄

、
田
村
皐
月
の
娘
牛
の
組
が
獲
得

同
じ
く
油
谷
町
谷
村
氏
の
母
牛
を

組
と
す
る
娘
牛
所
有
者
、
本
町
久

原
の
藤
村
春
好
さ
ん
の
牛
も
二
位

に
入
賞
、
本
町
の
名
声
を
博
し
た

小
さ
な
親
切

△
社
会
福
祉
事
業

一
五
〇
〇
〇
円

斉
藤
エ
イ
　
亡
夫
　
彦
一

一
〇
〇
〇
〇
円

片
山
隆
一
　
亡
父
　
満

一
五
〇
〇（
い
円

小
枝
菊
重
　
亡
夫
　
雅
之

三
〇
〇
〇
円

鷲
尾
泰
雄
　
岡
山
市
在
住

△
寿
大
学

上
中
小
野

の
ぼ
せ

小
　
島

滝
　
坂

滝
　
坂

小
　
島

故
　
斉
藤
彦
一

五
、
〇
〇
〇
円

東
野
孫
蔵

一
、
〇
〇
〇
円

故
　
峠
下
ト
メ

五
〇
〇
円

故
　
田
中
キ
ク

三
、
〇
〇
〇
円

故
　
柳
谷
ト
ヨ

三
、
〇
〇
〇
円

故
　
僑
本
ス
エ

五
、
〇
〇
〇
円

寄
付
（
湯
の
み
）

山
城
ウ
メ
　
湯
野
ハ
ナ

△
図
書
寄
贈

①
斉
藤
彦
一
　
吉
田
松
陰
全
集

１
丶
２
、
３
丶
４
丶
５
、
″り
、

７
丶｛
６
丶
　Ｑ″丶
1
0

②
立
正
こ
う
成
会

人
間
へ
の
復
帰
、
人
間
ら
し
く

生
き
る
、
正
し
く
生
き
る
為
に

③
国
際
観
光
年
記
念
行
事
協
力
会

観
光
と
観
光
事
業

心
配
ご
と

相
談
所
開
設

一
一
月
八
日
九
日
、
萩
市
椿
東

萩
家
畜
市
場
に
お
い
て
開
催
。

若
牛
区
に
は
、
黒
毛
和
種
一
三
頭

、
無
角
和
種
１
２
頭
が
出
品
。
母

系
群
区
の
出
品
は
黒
毛
和
種
三
組

、
無
角
和
種
四
組
、
計
七
組
二
一

頭
。
種
豚
の
部
で
は
ヨ
ー
ク
五
頭

、
ラ
ン
ド
ー○
頭
が
出
品
さ
れ
た

。
今
回
の
特
徴
は
、
母
系
群
区
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
母

牛
一
頭
と
娘
牛
二
頭
を
一
組
に
し

て
、
外
貌
五
〇
点
、
相
似
性
及
び

五
日
　
宗
頭（

会
館

毎
月
　
　

十
日
　
三
隅
聡
公
民
館

十
五
日
　
野
波
瀬
極
楽
寺

二
十
日
　
浅
田
公
会
堂

受
付
は
ど
こ
の
会
場
も
午
前
九

時
か
ら
午
后
一
時
ま
で

相
談
内
容

１
、
生
活
相
談
、
２
子
供
の
問

題
相
談
、
３
行
政
相
談
、
４
法

律
相
談
５
、
人
権
相
談

ど
ん
な
問
題
で
も
お
気
軽
に
お

出
か
け
下
さ
い
（
無
料
）

出
生
　
（
七
月
分
）

氏
名
　
　
保
護
者
　
　
部
落

白
井
英
幸
　
　
健
一
　
　
野
波
瀬

和
田
尚
美
　
　
　
耕
　
　
小
島

吉
武
里
夏
　
　
　

登
　
　
市

藤
井
　
豊
　
　
　
実
　
　
豊
原

堀
　
和
則
　
　
　
宏
　
　
〃

田
村
　
守
　
　
猛
志
　
　
中
村

石
川
佳
代
子
　
　
彰
　
　
市

上
田
直
美
　
　
滋
治
　
上
中
小
野

藤
井
瑞
代
　
　
寛
治
　
　
東
方

村
岡
　
進
　
　
孝
輔
　

中
村

｀

磯
真
由
美
　
　
昭
正
　
　
沢
江

宮
本
優
蔵
　
　
清
文
　
　
野
波
瀬

安
藤
淳
子
　
　
俊
明
　
　
豊
原

高
崎
千
也
子
　
寛
志
　
　
久
原

出
生
　
（
九
月
分
）

前
田
修
一
　
　
休
男
　
　
二
条
窪

村
田
由
里
子
　
元
二
　
　
宗
頭

田
村
浩
司
　
　
光
俊
　
　
中
村

出
生
　
（
十
月
分
）

木
村
幸
代
　
　
直
行
　
　
上
ゲ

岡
本
有
由
子
　
利
男
　
　
二
条
窪

角
村
み
ゆ
き
　
　
清
　
　
野
波
瀬

石
津
秀
作
　
　
秀
夫
　
　
ク

前
田
　
泉
　
　
信
雄
　
　
浅
田

朝
枝
一
恵
　
　
直
人
　
　
小
島

水
野
真
由
美
　
克
己
　
下
中
小
野

豊
田
道
代
　
　
吉
夫
　
　
豊
原

河
田
洋
子
　
　
武
志
　
　
豊
原

上
田
真
幸
　
　
治
男
　
　
野
波
瀬

死
亡
　
（
九
月
分
）

石
津
礼
子
　
　
野
波
瀬
　
二
一
才

山
田
種
造
　
も
み
の
木
　
七
七

死
亡
　
（
八
月
分
）

斎
藤
彦
一
　
上
中
小
野
　
九
三
才

岩
本
正
夫
　
　
〃
　
　
　
三
七

北
村
テ
ル
子
　
豊
原
　
　
三
六

大
野
　
登
　
　
正
楽
寺
　
一
六

峠
下
ト
メ
　
　
小
島
　
　
七
十

山
名
正
人
　
　
〃
　
　
　
三
六

松
田
治
郎
吉
　
中
村
　
　
八
三

片
山
　
満
　
　
豊
原
　
　
匕
Ξ

出
生
　
（
八
月
分
）

三
崎
あ
け
み
　
安
義
　
　
樅
の
木

佐
伯
明
人
　
　
正
雄
　
　
野
波
瀬

木
原
貴
志
　
　
信
治
　
　
中
村

藪
木
　
聡
　
　
栄
重
　
　
豊
原

横
山
博
史
　
　
副
武
　
　
浅
田

死
亡
　
（
七
月
分
）

福
出
イ
ヨ
　
下
中
小
野
　
八
八
才

田
村
静
穂
　
　
中
村
　
　
一
七

村
岡（

ナ
コ
　
豊
原
　
　
三
四

死
亡
　
（
十
月
分
）

田
中
キ
ク
　
　
滝
坂
　
　

七
三
才

西
村
七
右
衛
門
　
小
島
　
七
九

大
下
ス
ミ
　
　
生
島
　
　
八
五

山
村
ナ
ツ
　
　
小
島
　
　
八
十
一

行事メモ【

12月】

１日　防火宣伝日

４日建設委員会

5日教育厚生委員会

四日五日住民血液型登録7日定例農業委員会、社会教育員会

11日　 総 務 委 員会

上 旬　 水 稲集 団 栽 培 反 省 会

１２～１６日胃がん集団検診２０～２２日レントゲン間接撮影

中 旬　 消 防 団 幹 部 集 会
民 生 委員 会

下 旬　 定 例 三 隅 町 議 会　 鶏
ニ ユ ー カツ ス ル注 射
町 内 駅 伝

28日　 御 用 納 め

自

衛

官
　
募

集

町
役
場
総
務
課
又
は
募
集
相
談
員
ー
上
利
義
政
・
木
原
実
男
・
　
　
　
　
に
問
合
せ
し
て
下
さ
い
）

悲
喜
交
々

夜
明
け

お
知
ら
せ

「
今
年
こ
そ
は
」
の
増
腦
に
期

待
す
る
努
刀
も
収
往
を
終
瓦
て
み

る
と
多
ベ
リ
回
迫
が
い
か
に
囚
饂

な
ら
９
い
よ
ヽ
わ
か
つ
に
。

来
年
も
回
以
・こ
川
皖
さ
れ
る
よ

う
に
介
年
り
帽
げ
を
技
術
的
に
反

省
し
て
み
ま
し
よ
う
。

ｅ
品
種
に
つ
い
て

稲
は
倒
伏
千
れ
ば
豊
作
も
一
皮

の
ジ
と
な
る
の
で
、
絶
体
に
倒
伏

し
て
は
い
け
な
い
が
、
長
桿
の
品

種
は
ど
う
し
て
も
倒
れ
易
く
な
る

し
、
多
収
穫
の
稲
は
穂
数
か
相
当

多
く
な
い
と
い
け
な
い
と
Υ
る
と

、
短
桿
、
多
け
つ
、
強
桿
で
、
耐

肥
性
、
耐
柄
性
。
と
適
地
性
、
を

考
え
て
選
ぷ
こ
と
。
今
年
も
町
で

は
八
十
品
種
あ
ま
り
が
植
付
ら
れ
て

い
た
が
数
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き

な
い
に
ろ
う
か
と
忠
う
。
　

来
年
ぼ
の
町
の
奨
励
品
種
は
コ

シ
ヒ
カ
リ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ヤ
マ

ビ
コ
、
中
生
新
千
本
、
金
南
風
、

の
り
く
ら
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
秋
晴

と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
内
か
ら

自
分
の
条
件
に
適
し
た
も
の
を
二

－
三
採
用
し
、
品
種
の
特
長
を
兄

分
知
り
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
と

、
種
子
は
必
ず
三
年
毎
に
更
新
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
施
肥
に
つ
い
て

今
年
は
施
肥
基
準
に
よ
り
施
肥

技
術
は
か
な
り
統
一
さ
れ
て
い
た

が
、
問
題
点
は
出
穂
前
二
十
―
四

十
凵
頃
に
ナ
ッ
ツ
を
制
限
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
は
倒
伏
詒
止
と
稔
実

を
よ
く
す
る
為
に
大
切
で
あ
る
。

融
資
に
つ
い
て
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